
展示ホールで
生中継！

花をつつむ仏炎苞が、武蔵国（現・
東京都、埼玉県、神奈川県にまたが
る）で作製したあぶみ（乗馬の際に
足をかける道具）に似ていることか
ら名前がつきました。湿った林の下
でよく見られる植物です。

名前のツボ（坪）は庭の古語で、
庭に生えるスミレという意味。少し
湿った場所であれば、普通に見られ
るスミレの仲間です。

園内で広く
みられます

全域で
見られます

全域で
見られます

今週はここに注目！

全域で
みられます

全域で
見られます

全域で
みられる

キジバト

日本にいる野生のハトです。地面に落
ちた落ち葉などに頭を突っ込んで、餌
を探す様子等がよく見られます。羽縁
の赤褐色のウロコ模様が特徴。お寺や
公園でたくさん群れている灰色の「ド
バト」とは異なる種類です。

カワセミ

「翡翠（ひすい）」「水辺の宝
石」と呼ばれる、美しい鳥。下く
ちばしが赤いのがメス、黒いのが
オスです。運が良ければ、オスが
メスに餌をプレゼントする求愛給
餌が見られるかもしれません。

水生植物園や
池で見られます

花の先が糸のように細長く垂れ下が
り、これが浦島太郎の釣り糸に見立
てたことが名前の由来。地下にある
イモ（球茎）の大きさによって花の
性が決まり、小さい間は雄、大きく
なると雌の花をつける。

ウラシマソウ

年１回、春だけ
に現れる白色の
チョウ。オスは
前翅の先がオレ
ンジ色なので、
よく見れば飛ん
でいてもわかり
ます。

ムサシアブミ

ツボスミレ

名前にヘビとつきますが、トカゲの
仲間。昆虫やクモを食べます。草の
中をゴソゴソ動いている姿や、杭の
上でじっとしている姿をよく見かけ
ます。

カナヘビ

全域で
みられます

ツマキチョウ
全域で

みられます
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名前の由来は、この草で丈夫な笠
や蓑をつくったことによります。
大正時代ころまでは、農村の貴重
な繊維資源で栽培もされていまし
た。河川や湿地に群生します。

カサスゲ

全域で
見られます

ホオノキ
花は香りが強い虫媒花
で、多くの虫が集まり
ます。朴葉（ほおば）
味噌や朴葉餅、朴葉寿
司などはホオノキの葉
を用いた料理です。
材は下駄や家具などに
利用されます。

クサガメ
名前の由来は、臭い匂いを出すこ
と。甲羅に三本のでっぱった「す
じ」があります。日本に自然に生
息するものではなく、中国から
やってきた外来生物と考えられて
います。

ツマグロヒョウモン

翅が、豹に似た特徴的な模様のチョウです。幼虫の食草はス
ミレの仲間で、花壇に植えられたパンジーなどの園芸スミレ
も食べます。そのため、住宅地などでも多く見られます。

全域で
みられる

メスオス

ジョロウグモ

赤、黒、黄色の複雑な模様でよ
く目立ちます。メスはオスの約
３倍もの大きさです。雅やかな
姿を、江戸時代の大奥の高位の
職名である「上臈（じょうろ
う）」になぞらえたことが名前
の由来と言われています。

全域で
みられる

アワフキムシの仲間
木の枝や草の茎をよ～く探すと、
泡だらけになっている場所があり
ます。この泡は、「アワフキムシ
の仲間」の幼虫が作る「巣」です。
アワフキムシの仲間は、植物の汁
を吸って生きていますが、泡は、
その栄養分を吸収した残りモノか
ら作られています。

オヘビイチゴ
ヘビイチゴに似ていますが、それ
より大きくてたくましいという意
味で、雄蛇苺（おへびいちご）と
名前がつきました。5枚に分かれ
た葉が特徴です。

ミズキ
葉が開く前の時期、枝を切ると樹
液が水のように滴り落ちることか
ら「水木（みずき）」の名がつい
たと言われています。白くて小さ
い花が密集して咲きます。
地面に花が落ちていることがあり
ます。見つけたら、じっくり観察
してみてください。

地面に落ちた花

アイイロニワゼキショウ

モンキアゲハ
後翅の白い紋がよく目立つ、黒い
アゲハチョウ。ひらひらと飛んで
いる姿をよく見かけます。

クサガメ
基本的に昼行性で日光浴を好みま
す。ひょうたん池の倒木の上で、
クサガメが並んでひなたぼっこを
している姿が見られます。

開花の様子が白い頭巾をかぶった
法師を思わせることにより「山法
師（やまぼうし）」の名前がつき
ました。白い花びらのように見え
るのは「総苞片（そうほうへん）」
で、その中心に小さな花が球状に
集まっています。

ヤマボウシ

ノハナショウブが
咲きました！

海岸近くに生育し、葉や茎に傷を
つけると匂うことにより名前がつ
いたとされますが、それほどの悪
臭ではありません。南紀・中国・
四国・九州などの暖地に分布し、
園のものは江戸時代の下屋敷時代
に持ち込まれたと考えられていま
す。
花の色は白から黄色に変化します。

ハマクサギ

庭に生え、葉がセキショウ（ショ
ウブ科）に似ていることから名前
がつきました。日本に観賞用とし
て持ち込まれた北アメリカ原産の
植物です。

ニワゼキショウ

ニワゼキショウと
アイイロニワゼキショウ

どちらも北アメリカ原産でアヤメ科の植物。
水生植物園に多くみられます。

○見分けポイント！
花の色：ニワゼキショウは赤紫色が多い。

アイイロニワゼキショウは青紫色。
高さ ：ニワゼキショウは10～20cm。

アイイロニワゼキショウは
20～30cmと少し大きい。

アイイロニワゼキショウ

アカショウマ
花序は幅の広い円錐状で、小さな
白い花が多数つきます。花序がサ
ラシナショウマに似ていて、根茎
が赤いことから名前がついたと言
われます。

ムラサキ
日の当たる草地に生
育する植物。開発や
長年の採集で数が少
なくなり、東京都で
希少種となっていま
す。根に紫色の色素
が含まれ、古くから
染料として利用され
ています。

湿り気のある草地や湿地に生育し
ます。牛馬には毒草のため、放牧
原野では食べ残され、大群落にな
ります。 「ハナショウブ」は、
ノハナショウブを改良した日本独
自の園芸植物で、観賞用に様々な
色形の品種が栽培されています。

ノハナショウブ

全域で
見られます

ドクダミ
湿り気のある日陰地に群生し、特
有の香りがします。利尿、解熱、
解毒などの作用があり、生薬、民
間薬、お茶として広く用いられて
います。

ハナミョウガ
茎や葉がミョウガに
似ていて、花が美し
いことが名前の由来。
この花のタネは漢方
薬として「伊豆縮砂
（いずしゅくしゃ）」
の名で呼ばれ、腹痛
などに用いられます。

水生植物園

5月23日は
カメの日！
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武蔵野植物園の池で、小さな黄色
い花を咲かせています。池沼の開
発、水質汚染により日本各地で減
少しています。

アサザ
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